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駁
世
イ
有
機
Ｅ
Ｌ

実
用
化
へ
新
拠
点

次
世
代
デ
ィ
ス
プ
レ
⊥
系
材
と
し
て
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
多
機
能
携
帯
電
話
）
や
薄

型
テ
レ
ビ
な
ど
に
利
用
さ
れ
る
「
有
機
Ｅ
」

（
エ
レ
ク
ト
ロ
ル
ミ
ネ
ッ
セ
ン
ス
）
」
の
研

究
施
設
「
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
実
用

化
開
発
セ
ン
タ
ー
」

（
愛
称
、
ア
イ
・
キ
ュ

ー
ブ
・
オ
ペ
ラ
ーー
ド
ー

ｏ
ｐ
ｅ
ｒ
ａ
）

が
１９

日
、
福
岡
市
西
区
の
九
州
大
学
伊
都
キ
ャ
ン

パ
ス
近
く
に
開
所
し
た
。
同
大
が
研
究
す
る

安
価
で
発
光
効
率
が
高
い
新
素
材
を
生
か

し
、
産
学
官
が
連
携
し
て
製
品
化
を
目
指
す
。

有機ＥＬの実用化への研究拠点となる「有機

光 工 レク トロ ニクス 実用化 開発セ ンタ ー」

福岡市西区

有
機
Ｅ
Ｌ
は
、
有
機
化
合

物
の
薄
い
膜
に
電
流
を
流
し

て
光
ら
せ
る
仕
組
み
。
現
在

主
流
と
な
っ
て
い
る
”
第
２

世
代
”
は
、
高
価
な
レ
ア
メ

タ
ル
（
希
少
金
属
）
の
イ
リ

ジ
ウ
ム
な
ど
が
必
要
で
、
高

コ
ス
ト
が
課
題
に
な
っ
て
い

ち

は

や

る
。
九
大
の
安
達
千
波
矢
教

授
の
研
究
チ
ー
ム
は
昨
年
１２

月
、
希
少
金
属
を
使
わ
ず
、

コ
ス
ト
を
約
１０
分
の
ー
に
抑

え
ら
れ
る
新
素
材
の
開
発
に

成
功
。

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
の
新
素
材
を
活
用
し
た

”
第
３
世
代
”

の
有
機
Ｅ
Ｌ

の
実
用
化
を
目
指
す
。

同
セ
ン
タ
ー
の
総
事
業
費

は
約
９
億
円
で
、
国
や
県
な

ど
が
補
助
金
を
拠
出
。
福
岡

市
が
約
３
６
０
０
平
方
層
の

敷
地
を
無
償
貸
与
し
た
。
施

設
は
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
２
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
約
１
８
０
０
平
方
層

で
、

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
や
試

作
室
な
ど
を
備
え
る
。

県
の
外
郭
団
体
「
県
産
業

・
科
学
技
術
振
興
財
団
」（
理

事
長
ー
小
川
洋
知
事
）
が
運

営
し
、
新
素
材
を
活
用
し
た

パ
ネ
ル
な
ど
の
試
作
品
を

製
作
す
る
ほ
か
、
製
品
の
耐

久
性
や
性
能
を
評
価
す
る

な
ど
、
民
間
企
業
と
の
共
同

研
究
を
進
め
る
。
セ
ン
タ
ー

長
に
就
任
し
た
安
達
教
授
は

「
２
０
１
５
年
ま
で
に
製
品

化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ

た
。


